
３
２０２３

No.
６
９
４

村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

シーニックナイト2023inあかいがわ／2023年2月11日

02 	トピックス 区会長会議が開催されました・赤井川中学校一日体験入学 ほか
04 	健康支援センターだより 保健事業紹介・令和５年５月分巡回児童相談 ほか
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　令和５年第１回目の区会長会議が１月18日（水）に役場会議室で
開催されました。
　今回の会議では、水道・下水道公営企業化について等、意見が
寄せられました。区会長会議に提出された議題は次のとおりです。

【総務課】
〇役場の事務執行体制について
〇北海道新幹線工事の進捗状況について

区会長会議が開催されました
2023.1.18　赤井川村役場

〇むらバスの運行状況について
〇令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した各種事業の結果公表について
〇関西電力の風力発電事業計画環境配慮書に対する赤井川村の意見について
〇令和５年統一地方選挙について

【住民課】
〇マイナンバーカードの取得について	

【保健福祉課】
〇地域別健康づくり学習事業について　〇運動教室について　〇令和４年度住民健診の結果について　
〇赤井川村在宅高齢者除雪支援助成金事業について　〇ゴミステーションの管理について　
〇コロナワクチン接種について　〇日本赤十字社社資について

【産業課】
〇キロロリゾート村民特別優待について　〇冬期間のアライグマ駆除のご協力について
〇エゾシカの駆除情報について　〇新規就農等促進施設の整備について
〇カルデラ温泉の泉源新規掘削（３号井）について

【建設課】
〇除雪事業推進のための住民協力のお願いについて　〇花いっぱい運動の協力について
〇水道事故発生に対する対応について　〇水道・下水道公営企業化へ向けた住民への説明について

【教育委員会】
〇学校教育の取組について　〇社会教育事業の参加と協力について　〇子どもたちの学力について

赤井川中学校一日体験入学
2023.1.25　赤井川中学校

　まず初めに、説明会では小学校と中学校の違いや中学生として
の心構えを教えてもらい、校舎の案内がありました。各教室の場
所を確認したり、上級生が授業を受けている様子を見学しました。
その後、中学校の理科の授業を体験しました。
　小学校よりも授業時間が長く、内容も難しくなっていましたが、
児童たちは最後までしっかりと授業に参加することができました。
　最後に部活動の紹介動画を視聴しました。各部活の雰囲気や活
動内容が分かりやすく紹介されていました。
　４月から中学生として、元気に活躍する姿を楽しみにしています。
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Topics

村及び議会による要望活動
2023.1.26～27　札幌市・小樽市

　１月26日（木）から27日（金）に、地域の住民要望等を踏まえ、小
樽開発建設部、北海道建設部、小樽建設管理部、札幌管区気象台、
鉄道運輸機構に対し、国道393号及び余市赤井川線に関する道路
整備、赤井川の河川整備、アメダス観測要素の追加、新幹線の見
える展望台の要望活動を実施しました。
　今年度は村長と議会議員全員での要望となり、関係機関と意見
交換をし、要望主旨を伝えました。
※その他の機関の要望状況は、村ホームページに掲載しています。

シーニックナイト2023が開催されました
2023.2.11　赤井川村内

　シーニックバイウェイ北海道の協賛行事として、国道393号の全
線開通を契機に実施している「シーニックナイト2023inあかいがわ」
が村内全域で開催されました。
　今年は、役場玄関前と川村商店にて、観光協会より甘酒とココア
が振る舞われました。また、赤井川中学校横の雪捨て場から花火
が打ち上げられ、多くの方が役場前でシーニックナイトを楽しみま
した。
　国道・道道沿線だけでなく、自宅前にキャンドル設置や雪像作
成をしていただき、今年もたくさんのキャンドルにあかりを灯すこと
ができました。
　皆さまからのあたたかなご協力、ありがとうございました。

赤井川小学校、都小学校一日体験入学
2023.2.1　赤井川小学校・都小学校

　新１年生は緊張しながらも現１・２年生とともに学校生活を体験
しました。
　赤井川小学校では「かざぐるまを作ろう」をテーマに授業を受け
ました。はじめに「なんの動物でしょうクイズ」で緊張をほぐしたあ
とは、先生や１・２年生の先輩たちに教わりながら上手にかざぐる
まを作ることができました。静かに話を聞いたり、元気に返事をす
る姿は、とても素晴らしかったです。作り終えた後は体育館を走り、
かざぐるまを回しました。みんな、元気いっぱいの姿を見せてくれま
した。
　都小学校では、初めにみんなで自己紹介を行いました。新１年
生は元気な声で発表することができました。その後は１・２年生と
一緒にぬり絵を行いました。最後は体育館に移動して、「かわわたり」
という運動をしました。力強い走りを見せてくれました。
　４月から元気に小学校へ登校してくることを楽しみにしています。

【北海道建設部・小樽建設管理部関係】
①道道余市赤井川線中心市街地区間における、冬期交通の安全確保を図るための
　拡幅による堆雪スペースの確保（除排雪の強化及び冬期現地調査の促進）
②道道余市赤井川線の交通安全対策の推進（草刈り及び支障木伐採）
③二級河川赤井川における河川浚渫（しゅんせつ）事業の推進（堆積土砂除去・支障木伐採）

【小樽開発建設部関係】
①道路整備に必要な道路予算の確保
②国道３９３号の防雪対策、交通安全対策の推進
③国道３９３号の道路交通を確保する維持管理の強化
④国道３９３号「望洋道路」の調査促進

【札幌管区気象台】
①赤井川アメダスに対する観測要素の追加（気温などの観測要素の拡充）

【鉄道運輸機構】
①新幹線の見える展望台の建設
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　あっという間に令和４年度が終わりを迎えよう
としています。様々な事業で皆様には大変お世話
になりました。３月号の本ページでは、今年度１
年間を振り返りながら、実施している保健事業を
ご紹介いたします
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巡
回
児
童
相
談
は
、
18
歳
未

満
の
お
子
様
の
「
成
長
・
発
達

や
健
康
状
態
」
に
つ
い
て
、
親

子
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

当
日
ま
で
村
の
保
健
師
が
サ

ポ
ー
ト
し
、
児
童
福
祉
司
と
心

理
判
定
員
に
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、

〇
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
に
困

　

っ
て
い
る

〇
子
ど
も
が
お
友
達
と
遊
べ
な
い

〇
心
や
身
体
の
発
達
に
心
配
が

　

あ
る　

な
ど

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
ば
か
り
で

は
な
く
、
中
学
生
・
高
校
生
も

対
象
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
も
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

■
開
催
予
定
日

５
月
10
日
（
水
）

※
開
催
場
所
（
余
市
町
・
ま
た

は
赤
井
川
村
）・
相
談
時
間

は
、
申
込
み
人
数
に
よ
り
決

ま
り
ま
す
の
で
調
整
の
の
ち
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
３
月
31
日

（
金
）
ま
で
左
記
担
当
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係
／
保
健

係
保
健
師

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

mailfukushi1@
akaigaw

a.com

　

旧
優
生
保
護
法
の
も
と
で

子
ど
も
が
で
き
な
く
な
る
手

術
を
受
け
た
方
は
、
一
時
金

３
２
０
万
円
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
時
金
の
請
求
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
関

す
る
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０

－
０
３
１

－

７
１
１

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

※
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

Fax
０
１
１

－

２
３
２

－

４
２
４
０

mailhofuku.kodom
o1@

pref.
hokkaido.lg.jp

　

〒
０
６
０

－

８
５
８
８

　
（
住
所
不
要
）

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も

　

子
育
て
支
援
課
相
談
室
内

　

余
市
町
に
あ
る
「
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
」
は
、
障
が
い
や
病
気
、

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
方
を
対

象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活
動
、

仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流
な
ど
、

お
一
人
お
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

活
動
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立

と
回
復
の
た
め
の
第
一
歩
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
赤
井
川
村
の

方
も
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
当
事

業
所
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
と
ス
タ

ッ
フ
が
、
赤
井
川
村
を
訪
問
し
、

定
期
的
に
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
（
共
生
型
地
域
交
流
サ

ロ
ン
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
当
事
者
同
士
の
新
た

な
仲
間
づ
く
り
や
居
場
所
づ
く

り
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
や
病

気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

じ
地
域
で
暮
ら
す
村
民
同
士
が

気
軽
に
集
い
、
交
流
を
通
じ
て
、

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
場

に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
開
催

し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
色
々

な
人
た
ち
と
交
流
し
た
い
方
、

リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
を
知
り

た
い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
少

し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時

３
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

〇
Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し

℡
２
３

－

７
３
６
０

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

地
26

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ

■
日
時

３
月
15
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

令
和
５
年
５
月
分

巡
回
児
童
相
談

旧
優
生
保
護
法
に

関
す
る
一
時
金
支
給

健康支援センターだより
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余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

　

赤
井
川
村
内
で
携
帯
電
話
か

ら
１
１
９
番
通
報
し
た
場
合
は
、

余
市
消
防
署
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
赤
井
川
村
か
ら
通
報

し
て
い
る
事
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
後
、
余
市
消
防
署
か
ら

赤
井
川
消
防
署
に
１
１
９
番
通

報
電
話
が
転
送
さ
れ
、
赤
井
川

消
防
職
員
と
直
接
会
話
が
出
来

ま
す
の
で
、落
ち
着
い
て
聞
か

れ
た
こ
と
に
答
え
、絶
対
に
電

話
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
１
１
９
番
通
報
の
か
け
方

※
消
防
職
員
の
問
い
掛
け
に
、

　

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
ゆ
っ

　

く
り
と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
「
１
１
９
番
消
防
で
す
。
火

　

事
で
す
か
？
救
急
で
す
か
？
」

　

と
消
防
職
員
が
出
ま
す
。

〇
火
災
な
の
か
、救
急
な
の
か

　

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
「
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？
」

　

と
聞
か
れ
ま
す
。

〇
「
字
〇
〇
の
〇
〇
宅
で
す
」

　

と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

※
団
地
名
や
近
く
の
大
き
な

　

建
物
な
ど
、
わ
か
り
や
す

　

い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば

　

教
え
て
く
だ
さ
い
。

③「
何
が
燃
え
て
い
ま
す
か
？
」

　
「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」
と

　

聞
か
れ
ま
す
。

〇
火
災
な
ら
「
〇
〇
が
燃
え
て

　

い
ま
す
。」・・・
家
、
納
屋
、

　

畑
な
ど
。

〇
救
急
な
ら
「
〇
〇
が
胸
を
苦

　

し
が
っ
て
い
ま
す
。」
な
ど

　

と
答
え
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
、
次
の
様
な

　

内
容
を
色
々
と
聞
き
ま
す
の

　

で
、そ
れ
に
応
じ
て
答
え
て

　

く
だ
さ
い
。

　
（
傷
病
者
の
氏
名
、
年
齢
、
性

　

別
、
意
識
・
呼
吸
状
態
、
病

　

歴
や
か
か
り
つ
け
病
院
、

　

発
生
原
因
、
怪
我
の
状
態
な

　

ど
）

④
「
あ
な
た
の
名
前
と
通
報
番

　

号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

　

と
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
答

　

え
て
く
だ
さ
い
。

※
消
防
職
員
が
、
傷
病
者
の
症

　

状
や
現
場
の
状
況
な
ど
、
詳

　

し
い
内
容
を
再
度
あ
な
た

　

に
連
絡
し
確
認
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

■
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
…

※
通
報
内
容
に
よ
り
消
防
職

　

員
か
ら
下
記
の
よ
う
な
応

　

急
処
置
の
方
法
が
伝
え
ら
れ

　

ま
す
の
で
、
出
来
る
範
囲
で

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

〇
心
肺
蘇
生
法
（
気
道
確
保
・

　

人
工
呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
）

〇
止
血
、固
定

〇
気
道
異
物
除
去

※
１
１
９
番
通
報
は
発
生
場
所

　

の
特
定
が
命
で
す
。消
防
隊

　

・
救
急
隊
は
24
時
間
、３
６
５

　

日
い
つ
で
も
出
動
可
能
で

　

す
が
、発
生
場
所
が
わ
か
ら

　

な
い
と
出
動
で
き
ま
せ
ん
。

　

あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
ゆ

　

っ
く
り
と
通
報
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
上
記
に
示
し
た
も
の
は
、一

　

般
的
な
聞
き
取
り
手
順
で
す
。

　

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

セ
ミ
ナ
ー
（
３
月
）
開
催
の
お

知
ら
せ
で
す
。

■
日
時

　

３
月
15
日
（
水
）

　

午
後
３
時
か
ら
約
１
時
間

■
場
所

　

余
市
警
察
署
３
階
大
会
議
室

■
参
加
方
法

　

参
加
費
無
料

■
そ
の
他

〇
詐
欺
の
手
口
の
紹
介
や
対
処

　

方
法
の
講
話
を
行
い
ま
す
。

〇
受
講
希
望
者
は
、
事
前
に
電

　

話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
町
内
会
な
ど
に
出
向
い
て
開

　

催
す
る
「
出
張
セ
ミ
ナ
ー
」

　

も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

余
市
警
察
署
生
活
安
全
係

　

℡
２
２

－

０
１
１
０

　
（
内
線
２
６
２
）

携
帯
電
話
か
ら
の

１
１
９
番
通
報

　

北
海
道
に
お
け
る
令
和
４
年

中
の
交
通
死
亡
事
故
で
、
歩
行

中
に
事
故
に
あ
っ
た
方
は
32
人

い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
10
人
の
方
が
事

故
発
生
前
に
路
上
に
倒
れ
て
い

ま
し
た
。

　

運
転
手
が
前
方
を
よ
く
見
な

い
ま
ま
運
転
し
て
、
道
路
横
断

中
に
転
ん
で
し
ま
い
起
き
上
が

れ
な
か
っ
た
方
や
、
酔
っ
払
っ

て
路
上
で
寝
て
し
ま
っ
た
方
に

気
づ
か
ず
轢
い
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

カ
ー
ナ
ビ
を
操
作
す
る
、
飲

み
物
や
タ
バ
コ
に
気
を
取
ら
れ

る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て

し
ま
う
な
ど
、
前
方
か
ら
一
瞬

で
も
注
意
が
そ
れ
て
し
ま
う
と
、

危
険
の
発
見
が
遅
れ
、
事
故
に

繋
が
り
ま
す
。

　

運
転
に
集
中
し
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催

余
市
警
察
署
だ
よ
り

歩
行
者
事
故
に
注
意
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
３
月
９
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

　
３
月
28
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

３
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

３
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時

　

３
月
28
日
（
火
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

３
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時

　

３
月
28
日
（
火
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

○
屋
根
の
氷
雪
下
ろ
し
中
に
、

　

は
し
ご
や
屋
根
か
ら
転
落
す

　

る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
は
複
数
で
行
い
、
命
綱

　

を
装
着
す
る
な
ど
自
身
の
安

　

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

○
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
作
業
中

　

に
、
衣
類
を
巻
き
込
ま
れ
た

　

り
、
下
敷
き
に
な
る
な
ど
の

　

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

作
業
時
は
、
作
業
に
適
し
た

　

服
装
を
着
用
し
、
エ
ン
ジ
ン

　

を
掛
け
た
ま
ま
雪
詰
ま
り
を

　

取
り
除
く
こ
と
は
絶
対
に
や

　

め
ま
し
ょ
う
。

融
雪
期
の
事
故
防
止

　４回目の今回は、北海道の取組を紹介します。北海道においても数々の施策を実施していますが、皆さまの生
活に関りが深いものを紹介します。

　北海道では二酸化炭素（ＣＯ２）排出量の見える化の取組としてのアプリ作成や啓発活動を行っています。
≪ＣＯ２排出量の見える化アプリの作成（家庭向け）≫（作成中）
　CO2排出量やエネルギーコストへの意識を高めることを目的とし、環境省との共同事業として電気・ガス・灯
油・ガソリン等の使用量を入力することで、家庭でのCO2排出量の見える化を行います。上記プロジェクトのうち 

「CO2排出量を知ろう」の達成に活用してください。

≪ZERO　CORBON　HOKKAIDO　CAFE≫
　４月に札幌市で開催される「G7札幌　気候・エネルギー・環境大臣会合」に係るゼロカ
ーボンの機運醸成と主に若者向けの啓発として２月７日からオープンしています。
　ホームページには、北海道出身の「NORD」と阿部凛さんによる動画の掲載や北海道内
でのイベント情報の掲載もしています。
◇ZERO　CORBON　HOKKAIDO　CAFE
　https://zerocarbon-hokkaido.jp/

（出展：北海道）

「ゼロカーボン」ってなあに？　
　第４回　北海道はどんな取組をしているの？

ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト一覧

≪ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト≫
　2050年「ゼロカーボン北海道」の実現に向けて、道民
の皆さまや民間事業者の方々に、脱炭素に向けたライフ
スタイル・ビジネススタイルの転換につながる取組を広く
呼びかけ、出来ることからゼロカーボンの取組を一緒に実
践していくプロジェクトです。９つの分野、３２の取組、４
つの重点プロジェクトで構成されています。衣・食・住など、
日常生活のなかのゼロカーボンの取組への参考にしてい
ただければと思います。
◇ゼロカーボン北海道チャレンジ！
　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/zcs/challenge.html

ゼロ　　　　カーボン　　　　　ほっかいどう　　　　カフェ

ZERO CARBON HOKKAIDO
CAFEホームページの一部です。
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【
小
学
３
年
男
子
（
２
㎞
）】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

【
小
学
４
年
女
子
（
３
㎞
】

▽
３
位　

小
林　

ゆ
め

▽
10
位　

末
次　

梨
胡

【
小
学
６
年
女
子
（
３
㎞
）】

▽
５
位　

山
口　

彩
葉

【
小
学
６
年
男
子
（
３
㎞
）】

▽
３
位　

馬
場
琥
太
郎

【
中
学
女
子
（
３
㎞
）】

▽
10
位　

能
登　

ふ
く

【
中
学
男
子
（
５
㎞
）】

▽
５
位　

小
林　

陽
真

４
Ｋ
Ａ
Ａ
Ｄ
杯
余
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス

プ
リ
ン
ト
レ
ー
ス
２
０
２
３

と
　
き　

１
月
29
日

と
こ
ろ　
余
市
竹
鶴
シ
ャ
ン
ツ
ェ

　
　
　
　

周
辺
コ
ー
ス

成
　
績　

【
小
学
３
・
４
年
生
女
子
】

▽
６
位　

佐
々
木　

心

【
小
学
５
・
６
年
生
男
子
】

▽
４
位　

馬
場
琥
太
郎

第
60
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会と
　
き　

２
月
８
～
９
日

と
こ
ろ　

長
野
県
野
沢
温
泉

成
　
績

【
男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
66
位　

小
林　

陽
真

【
男
子
５
㎞
フ
リ
ー
】

▽
64
位　

小
林　

陽
真

第
26
回
倶
知
安
町
長
杯
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

大
会

と
　
き　

２
月
12
日

と
こ
ろ　

旭
ヶ
丘
ク
ロ
ス
カ
ン

　
　
　
　

ト
リ
ー
コ
ー
ス

成
　
績

【
幼
児
の
部
】

▽
６
位　

山
口　

虹
龍

【
小
学
３
年
男
子
の
部
】

▽
３
位　

山
口　

渓
心

【
小
学
３
年
女
子
の
部
】

▽
優
勝　

佐
々
木　

心

▽
５
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
５
年
女
子
の
部
】

▽
２
位　

小
林　

ゆ
め

▽
11
位　

末
次　

梨
胡

【
小
学
６
年
男
子
の
部
】

▽
４
位　

馬
場
琥
太
郎

【
小
学
６
年
女
子
の
部
】

▽
６
位　

山
口　

彩
葉

【
中
学
女
子
の
部
】

▽
７
位　

能
登　

ふ
く

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

　

大
会
の
結
果
は
下
記
の
「
各

種
大
会
の
結
果
」
に
記
載
し
て

い
ま
す
。

　

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、

全
国
大
会
と
い
う
大
き
な
舞
台

で
活
躍
し
ま
し
た
。
赤
井
川
中

学
校
ス
キ
ー
部
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
55
回
北
海
道
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
競
技

と
　
き　

１
月
12
～
13
日

と
こ
ろ　

旭
ヶ
丘
ク
ロ
ス
カ
ン

　
　
　
　

ト
リ
ー
コ
ー
ス

成
　
績

【
男
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
11
位　

小
林　

陽
真

※
全
国
大
会
出
場

【
男
子
５
㎞
フ
リ
ー
】

▽
14
位　

小
林　

陽
真

※
全
国
大
会
出
場

【
女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
】

▽
27
位　

能
登　

ふ
く

【
女
子
３
㎞
フ
リ
ー
】

▽
25
位　

能
登　

ふ
く

第
16
回
蘭
越
町
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
大

会と
　
き　

１
月
21
日

と
こ
ろ　

蘭
越
町
総
合
運
動
公

　
　
　
　

園
特
設
コ
ー
ス

成
　
績

【
小
学
３
年
女
子
（
２
㎞
）】

▽
優
勝　

佐
々
木　

心

▽
６
位　

能
登
た
ま
き

各
種
大
会
の
結
果

　

毎
年
、
広
報
あ
か
い
が
わ
の

紙
面
を
賑
わ
せ
て
く
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
ス
キ
ー
大
会
で

の
活
躍
で
す
が
、
１
月
31
日
に

北
海
道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の

全
道
大
会
に
出
場
し
た
小
林
陽

真
さ
ん
、
能
登
ふ
く
さ
ん
が
役

場
に
結
果
報
告
の
た
め
来
庁
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
林
さ
ん
は
２
月
７

～
10
日
に
か
け
て
長
野
県
で
行

わ
れ
た
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

赤
中
ス
キ
ー
部

全
国
大
会
で
活
躍

　国民年金に関する相談は、最寄りの年金事務所までお願いします。（赤井川村は小樽年金事務所の管轄となり
ます。）

※上記の電話番号は、いずれも自動音声案内です。

担当課 主な業務内容 電話番号

お 客 様 相 談 室  年金給付に関する相談・請求・諸変更届出など 0134-65-5002
0134-65-5003

国 民 年 金 課  国民年金の諸届出・相談など 0134-23-4236

年金だより
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計
常
　
盤

落
　
合

二
　
都

一
　
都

曲
　
川

旭
　
丘

二
池
田

一
池
田

富
　
田

共
　
栄

二
町
内

一
町
内

母
　
沢

中
　
央

日
ノ
出

区
　
会

15
　
名

塚
原
　
美
幸

小
山
　
　
真

木
村
　
岩
雄

阿
部
　
清
英

濱
田
　
一
志

濱
田
　
敏
朗

岩
渕
　
康
哲

岡
　
和
美

有
田
　
一
男

原
口
一
和
夫

大
西
　
敏
典

桐
木
　
眞
英

岩
本
　
　
繁

井
村
　
昌
発

武
田
　
信
一

区

会

長

11
　
名

山
口
　
芳
之

佐
々
木
秀
樹

阿
部
　
　
猛

石
川
　
隼
人

井
上
　
隆
次

川
原
　
浩
己

佐
藤
　
　
浩

新
見
　
孝
男

二
川
　
英
司

青
木
　
清
次

能
登
　
貴
紀

農
事
組
合
長

　

左
記
の
と
お
り
、
令
和
５
年
の
区
会
長
・
農
事
組
合
長
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

１
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
区
会
長
・
農
事
組
合
長
が
決
ま
り
ま
し
た

INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
の
水
道
・
下
水
道
事
業
の

公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
対

応
す
る
た
め
、
令
和
５
年
４
月

か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
で
段
階

的
に
検
針
日
、
口
座
振
替
日
及

び
納
期
限
の
変
更
を
行
い
、
令

和
５
年
10
月
か
ら
は
次
と
お
り

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
水
道
使
用
量
の
検
針
は
、
毎

　

月
19
日
（
土
・
日
・
祝
日
の

　

場
合
は
前
日
）
に
行
い
ま
す
。

●
検
針
の
結
果
は
印
刷
し
た
検

　

針
票
を
各
ご
家
庭
・
事
務
所

　

の
郵
便
受
け
に
投
函
い
た
し

　

ま
す
。

●
窓
口
納
付
の
納
入
通
知
書
は
、

　

毎
月
26
日
（
土
・
日
・
祝
日

　

の
場
合
は
翌
日
）
に
発
送
い

　

た
し
ま
す
。

●
口
座
振
替
日
は
、
翌
月
の
16

　

日
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

　

は
翌
日
）
に
行
い
ま
す
。

●
窓
口
納
付
の
納
期
限
は
、
翌

　

月
の
20
日
（
土
・
日
・
祝
日

　

の
場
合
は
翌
日
）
と
い
た
し

　

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
水
道
係

　

℡
４
８

－

６
２
７
５（
直
通
）

　

北
海
道
で
は
道
内
外
に
在
住

す
る
方
が
、
人
手
不
足
が
深
刻

な
業
種
の
道
内
事
業
所
で
一
定

期
間
以
上
就
労
し
た
場
合
、
就

労
者
お
よ
び
道
内
事
業
所
に
支

援
金
等
を
支
給
し
ま
す
。

（
事
業
名
、「
今
こ
そ
ス
ノ
チ
ャ

レ
北
海
道
」）

■
支
給
額
（
一
回
限
り
）

〇
事
業
所

　

支
援
金　

10
万
円

〇
就
労
者

　

奨
励
金　

10
万
円

　
（
＋
移
動
費
上
限
10
万
円
）

■
受
付
期
間

　
１
月
27
日（
金
）～
４
月
28
日（
金
）

　

支
給
要
件
や
支
援
金
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
今
こ
そ
ス
ノ
チ
ャ
レ
北
海
道

　
（
緊
急
人
材
確
保
奨
励
金
・

　

支
援
金
（
人
材
確
保
緊
急
支

　

援
事
業
））

　

https://w
w
w
.pref.hokkai

　

do.lg.jp/kz/jzi/jinzaikaku

　

hokinkyuushien.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
海
道
経
済
部
労
働
政
策
局

　

産
業
人
材
課
人
材
確
保
支
援
係

　

℡
０
１
１

－

２
５
１

－

３
８
９
６

〇
今
こ
そ
ス
ノ
チ
ャ
レ
北
海
道

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
０

－

３
６
６
８

－

８
７
７
８

緊
急
人
材
確
保

奨
励
金
・
支
援
金

水
道
・
下
水
道
料
金
の

検
針
期
間
等
の
変
更
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お知らせ伝言板

て
い
ま
す
。

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災

無
線
と
も
連
動
し
ま
す
の
で
、

赤
井
川
村
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
く
と
、
村

外
い
て
も
村
の
情
報
を
受
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
赤
井
川
村
広
報
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
「@

akaigaw
am

ura

」
と
検

索
、
も
し
く
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

お
知
ら
せ
の
投
稿
に
つ
い
て

は
、
ツ
イ
ー
ト
の
最
後
に
担
当

課
・
係
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
の
時
代
で
も
、
青
少
年

の
健
や
か
な
成
長
は
親
の
願
い

で
あ
り
、
社
会
全
体
の
願
い
で

も
あ
り
ま
す
。
少
子
化
や
核
家

族
化
、
情
報
通
信
環
境
の
急

速
な
進
展
な
ど
、
青
少
年
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
青
少
年
を
よ
く
理
解

し
、
支
え
、
育
ん
で
い
く
こ
と

は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

全
体
の
責
務
で
す
。

　

な
か
で
も
家
庭
は
、
家
族
の

安
ら
ぎ
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

温
か
い
人
間
関
係
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
が
基
本
的
な
規
範
意

識
や
生
活
習
慣
を
学
ぶ
場
で
あ

り
、
人
間
形
成
の
出
発
点
と
な

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、（
公
財
）
北
海

道
青
少
年
育
成
協
会
で
は
、
平

成
12
年
7
月
10
日
に
開
催
し
た

「
青
少
年
の
非
行
防
止
道
民
総

ぐ
る
み
大
会
」
に
お
い
て
、「
家

庭
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
た
め
、
家
族
が
団

ら
ん
で
き
る
機
会
を
持
つ
日
と

し
て
毎
月
第
3
日
曜
日
を
『
道

民
家
庭
の
日
』」
と
す
る
こ
と

を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、
そ
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
同
協
会
、
北
海
道
教

育
委
員
会
、
北
海
道
警
察
本
部

と
と
も
に
普
及
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

◇「
家
族
ふ
れ
あ
い
優
待
制
度
」

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
連
れ

た
ご
家
族
が
、
道
民
家
庭
の
日

（
毎
月
第
3
日
曜
日
）
に
「
家

族
ふ
れ
あ
い
優
待
制
度
」
に
協

賛
し
て
い
る
各
店
・
施
設
を
訪

ね
た
際
に
、
優
待
券
を
提
出
す

る
と
料
金
の
割
引
な
ど
の
特
典

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
（
公
財
）
北
海
道
青

少
年
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.ikuseikyo.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

　

道
民
生
活
課
青
少
年
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
６
３

◆
開
催
月
日
／
１
月
27
日

◆
報
告
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◆
会
議
案
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
農
地
台
帳
の
定
期
的
な
点
検

　

等
の
実
施
に
つ
い
て

◇
農
地
等
の
利
用
最
適
化
推
進

　

に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

９
件

�

買
受
希
望　

３
件

�

（
令
和
５
年
２
月
13
日
現
在
）

◇
適
正
な
農
地
利
活
用
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
食
料
を
生
産
す
る

た
め
に
重
要
な
土
地
の
一
つ
で

す
。
農
地
で
の
危
険
な
行
為
や

農
作
物
の
盗
難
等
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

村
で
は
、
令
和
４
年
４
月
１

日
よ
り
「
赤
井
川
村
広
報
ツ
イ

ッ
タ
ー
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
、
村

の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ

情
報
の
ほ
か
、
防
災
、
む
ら
バ

ス
の
運
行
状
況
な
ど
を
投
稿
し

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
33
回

お

知

ら

せ

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月

１
日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て

課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ

　

た
と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局

　

で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登

　

録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〇
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変

　

更
登
録
）

〇
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移

　

転
登
録
）

〇
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ

　

た
と
き
（
抹
消
登
録
）

※
令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種

　

別
割
納
税
通
知
書
を
確
実
に

　

お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月

　

中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い

　

と
き
は
・・・

　

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
自

　

動
車
税
種
別
割
住
所
変
更
手

　

続
」
か
ら
納
税
通
知
書
の
送

　

付
先
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
北
海
道　

自
動
車
税　

住

　

所
変
更
」
と
検
索
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

℡
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を

お
忘
れ
な
く

道
民
家
庭
の
日

赤
井
川
村
広
報

ツ
イ
ッ
タ
ー
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INFORMATION

■
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は

〇
売
手
が
買
手
に
対
し
て
、
正

　

確
な
適
用
税
率
や
消
費
税
額

　

等
を
伝
え
る
も
の
で
す
。
具

　

体
的
に
は
、
現
行
の
「
区
分

　

記
載
請
求
書
」
に
「
登
録
番

　

号
」、「
適
用
税
率
」
及
び
「
税

　

率
ご
と
に
区
分
し
た
消
費
税

　

額
等
」
の
記
載
さ
れ
た
請
求

　

書
等
の
書
類
や
電
子
デ
ー
タ

　

を
い
い
ま
す
。

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た

　

め
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

　

事
業
者
の
登
録
申
請
が
必
要

　

で
す
。
登
録
は
課
税
事
業
者

　

が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

〇
売
手
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発

　

行
事
業
者
は
、
買
手
で
あ
る

　

取
引
相
手
（
課
税
事
業
者
）

　

か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

　

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
し
な
け

　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
ま
た
、

　

交
付
し
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の
写

　

し
を
保
存
し
て
お
く
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。）。

〇
買
手
は
仕
入
税
額
控
除
の
適

　

用
を
受
け
る
た
め
に
、
原
則

　

と
し
て
、
取
引
相
手
（
売
手
）

　

で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

　

業
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
イ

　

ン
ボ
イ
ス
の
保
存
等
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

■
登
録
申
請
は
お
早
め
に
！

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
前

　

に
、「
取
引
先
へ
の
登
録
番

　

号
の
通
知
」
や
「
請
求
書
の

　

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
見
直
し
」

　

な
ど
の
準
備
が
必
要
と
な
る

　

た
め
、
登
録
を
予
定
さ
れ
て

　

い
る
方
は
、
早
期
の
登
録
申

　

請
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

〇
ま
た
、
登
録
申
請
に
当
た
っ

　

て
は
、
書
面
で
申
請
さ
れ
た

　

場
合
に
比
べ
て
早
期
に
登
録

　

通
知
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ぜ
ひ
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

　

で
申
請
さ
れ
た
場
合
、
電
子

　

デ
ー
タ
で
登
録
通
知
を
受
け

　

取
る
こ
と
が
で
き
、
通
知
書

　

の
紛
失
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま

　

せ
ん
。

※
個
人
事
業
者
の
方
は
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
か
ら
で
も
ｅ

－

Ｔ

　

ａ
ｘ
で
申
請
で
き
ま
す
。
ｅ

　

－
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に
は
事

　

前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

の
取
得
が
必
要
で
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
（
令

和
５
年
10
月
１
日
）
か
ら
イ
ン

ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
と
な
る
た

め
の
登
録
申
請
手
続
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ

イ
ト
の
「
申
請
手
続
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

　

https://w
w
w
.nta.go.jp/ta

　

xes/shiraberu/zeim
okub

　

etsu/shohi/keigenzeirits

　

u/invoice_shinei.htm

◇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
特
設
サ
イ
ト

　

説
明
会
開
催
情
報
（
税
務
署

や
局
主
催
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
実
施
）
や
申
請
手
続
、

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。「
制
度
の
概
要
」
ペ
ー
ジ

に
は
免
税
事
業
者
の
方
向
け
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
す
る
な
ど
、

免
税
事
業
者
の
方
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

https://w
w
w
.nta.go.jp/ta

　

xes/shiraberu/zeim
okub

　

etsu/shohi/keigenzeirits

　

u/invoice.htm

◇
制
度
に
つ
い
て
の
一
般
的
な

　

ご
質
問
は

〇
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
ご
質
問

　

を
入
力
い
た
だ
く
と
、A

I

　

を
活
用
し
て
24
時
間
自
動
で

　

お
答
え
し
ま
す
。

　

https://w
w
w
.chat.nta.go

　

.jp/invoice/app?utm
_sou

　

rce=soudakai_qr

〇
イ
ン
ボ
イ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ

　

ー
で
は
、
一
般
的
な
ご
質
問

　

に
お
答
え
し
ま
す
。

　

℡
０
１
２
０

－

２
０
５

－

５
５
３

　
（
無
料
）

　

午
前
９
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
除
く
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

余
市
税
務
署

　

℡
２
２

－

２
０
９
３（
代
表
）

　

引
き
続
き
発
生
す
る
地
震
や
、

デ
マ
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

発
生
か
ら
12
年
が
経
っ
た
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日

本
大
震
災
）
を
は
じ
め
、
大
き

な
地
震
の
後
に
は
、
多
く
の
場

合
、
地
震
が
引
き
続
い
て
多
数

発
生
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
気
象
庁
で
は
、

最
大
震
度
５
弱
以
上
が
観
測
さ

れ
た
場
合
な
ど
、
引
き
続
く
地

震
で
被
害
を
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
に
は
、
ど
の
く
ら
い

の
期
間
注
意
す
べ
き
か
、
震
度

は
ど
の
程
度
に
な
る
か
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
留
意
し
て
お
く

べ
き
か
な
ど
、
今
後
の
地
震
活

動
の
見
通
し
に
つ
い
て
解
説
し
、

防
災
上
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
地
震
の
発
生
状
況

や
気
象
状
況
に
つ
い
て
も
逐
次

発
表
し
、
注
意
喚
起
を
行
い
ま

す
。

　

地
震
を
は
じ
め
災
害
が
あ
っ

た
時
に
は
様
々
な
情
報
が
飛
び

交
い
、
中
に
は
不
安
を
煽
る
よ

う
な
根
拠
の
無
い
も
の
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
現
在
の
科

学
的
知
見
で
は
、「
震
度
○
以

上
の
地
震
が
○
日
に
発
生
す

る
」
と
い
う
よ
う
に
断
定
し
て

予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
地

震
の
発
生
時
期
や
場
所
・
規
模

を
特
定
し
た
予
測
情
報
は
デ
マ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
情
報
の
発

信
元
を
確
認
し
、
科
学
的
根
拠

の
無
い
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
始
ま
り
ま
す

地
震
発
生
の
後
に
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

平
年
と
同
様
に
曇
り
や
雪
ま

た
は
雨
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.1.17 0.040 雪
1.20 0.035 晴れ
1.24 0.040 くもり
1.27 0.040 くもり
1.31 0.047 くもり
2.3 0.039 くもり
2.7 0.039 くもり

2.10 0.039 くもり
※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

３
月
の
気
象
情
報

　　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局

や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
国
税
専
門

官
採
用
試
験
に
新
試
験
区
分

（
理
工
・
デ
ジ
タ
ル
系
）
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

　

新
試
験
区
分
（
理
工
・
デ
ジ

タ
ル
系
）
で
は
、
基
礎
数
学
、

情
報
数
学
・
情
報
工
学
、
物
理
、

化
学
等
が
試
験
科
目
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
幅
広
く
理
工
・
デ

ジ
タ
ル
系
の
方
が
受
験
し
や
す

い
試
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
文
系
の
方
は
「
国
税
専
門

Ａ
区
分
」、
理
工
・
デ
ジ
タ
ル

系
の
方
は「
国
税
専
門
Ｂ
区
分
」

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
度
の
採
用
試
験
の

概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す（
Ａ

区
分
・
Ｂ
区
分
共
通
）。

■
受
験
資
格

〇
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成

　

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

〇
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者
な
ど
別
に
定

　

め
る
者

■
申
込
受
付
期
間

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時

　

～
３
月
20
日
（
月
）〔
受
信

　

有
効
〕

◇
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

■
第
１
次
試
験

　

基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験

　
（
多
肢
選
択
式
及
び
記
述
式
）

　

６
月
４
日
（
日
）

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

６
月
27
日
（
火
）
午
前
９
時

■
第
２
次
試
験

　

人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

　

６
月
30
日
（
金
）～
７
月
14

　

日
（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る

　

日
■
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
15
日
（
火
）

　

ご
不
明
な
点
は
、
左
記
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採

　

用
担
当

　

℡
０
１
１

－

２
３
１

－

５
０
１
１

　
（
内
線
２
３
１
５
）

〇
余
市
税
務
署
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
０
９
３

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、

財
政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財
務

専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

〇
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成

　

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

〇
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降
生

　

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も

　

の
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令

　

和
６
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

　

卒
業
見
込
み
の
者

②
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学

　

校
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　

６
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込

　

み
の
者

■
申
込
受
付
期
間

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時

　

～
３
月
20
日
（
月
）〔
受
信

　

有
効
〕

◇
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

■
第
１
次
試
験

　

６
月
４
日
（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事

　

課
人
事
係

　

℡
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

　
（
内
線
４
２
５
２
）

国
税
専
門
官
募
集

財
務
専
門
官
募
集
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９８８ １３６ １，１２４ ＋１８

男 ４９９ ８５ ５８４ ＋１３

女 ４８９ ５１ ５４０ ＋５

世帯数 ５２０ １２８ ６５３ ＋２１

※令和５年１月31現在

住
民
の
ま
ど

�〈
１
月
15
日
～
２
月
14
日
届
出
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前　

月
・
日
（
ご
両
親
）
区
会

有
井　

希の

衣え
ち
ゃ
ん　

１
・
30　
１
都

（
有
井　

光
浩
さ
ん

・
千
奈
津
さ
ん

）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

姉
帶　

紀
子
さ
ん　

97
歳　
２
町
内

　　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
１
月
15
日
～
２
月
14
日
〉

（
１
月
）

16
日
◇
国
有
林
野
市
町
村
長
有

　
　
　

志
連
絡
協
議
会
／
札
幌

　
　
　

市

17
日
◇
俱
知
安
町
長
選
挙
当
選

　
　
　

祝
い
／
俱
知
安
町

18
日
◇
区
会
長
会
議
／
字
赤
井

　
　
　

川

19
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
会
議
／
小

　
　
　

樽
市

　
　

◇
民
生
委
員
辞
令
交
付
／

　
　
　

字
赤
井
川

23
日
◇
独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル

　
　
　

ギ
ー
・
金
属
鉱
物
支
援

　
　
　

機
構
来
庁
懇
談
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
北
海
道
経
済
産
業
局
幹

　
　
　

部
来
庁
懇
談
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
村
内
観
光
事
業
法
人
要

　
　
　

望
受
領
／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
商
工
会
長
来

　
　
　

庁
懇
談
／
字
赤
井
川

24
日
◇
北
後
志
地
区
民
生
委
員

　
　
　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
／
字

　
　
　

赤
井
川

25
日
◇
今
冬
の
豪
雪
に
係
る
緊

　
　
　

急
要
望
活
動
／
東
京
都

26
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　
　

等
／
字
赤
井
川

　
　

◇
村
単
独
要
望
活
動
／
札

　
　
　

幌
市
・
小
樽
市
／
～
27

　
　
　

日

27
日
◇
北
海
道
総
務
部
危
機
対

　
　
　

策
局
原
子
力
安
全
対
策

　
　
　

課
幹
部
来
庁
懇
談
／
字

　
　
　

赤
井
川

30
日
◇
北
海
道
後
志
総
合
振
興

　
　
　

局
農
村
振
興
課
長
来
庁

　
　
　

懇
談
／
字
赤
井
川

31
日
◇
赤
井
川
中
学
校
北
海
道

　
　
　

全
道
ス
キ
ー
大
会
結
果

　
　
　

及
び
全
国
大
会
出
場
報

　
　
　

告
／
字
赤
井
川

（
２
月
）

１
日
◇
活
力
あ
ふ
れ
る
北
海
道

　
　
　

の
ミ
ラ
イ
を
実
現
す
る

　
　
　

会
／
札
幌
市

２
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
地
域

　
　
　

創
生
部
長
打
合
せ
／
字

　
　
　

常
盤

４
日
◇
赤
井
川
建
設
協
会
新
年

　
　
　

交
礼
会
／
積
丹
町

７
日
◇
後
志
広
域
連
合
会
議
／

　
　
　

倶
知
安
町

８
日
◇
後
志
町
村
会
定
期
総
会

　
　
　

／
倶
知
安
町

９
日
◇
鈴
木
知
事
来
村
視
察
懇

　
　
　

談
／
字
常
盤

10
日
◇
北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処

　
　
　

理
広
域
連
合
第
１
回
定

　
　
　

例
会
／
小
樽
市

13
日
◇
赤
井
川
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

　
　
　

ン
ビ
レ
ッ
ジakaigaw

a

　
　
　

推
進
戦
略
会
議
／
字
赤

　
　
　

井
川

14
日
◇
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建

　
　
　

設
・
施
設
整
備
支
援
機

　
　
　

構
北
海
道
局
長
来
庁
長

　
　
　

懇
談
／
字
赤
井
川

　
　

◇
「
日
本
で
最
も
美
し
い

　
　
　

村
」
連
合
北
海
道
連
携

　
　
　

役
員
会
／
札
幌
市

18
日
◇
区
会
長
会
議

　
　

◇
土
木
業
務
検
定

20
日
◇
議
会
懇
談
会

23
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

24
日
◇
特
別
支
援
教
育
連
携
協

　
　
　

議
会

26
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

27
日
◇
第
33
回
農
業
委
員
会
総
会

26
日
◇
赤
井
川
村
農
林
業
活
性

　
　
　

化
協
議
会
事
務
局
会
議

31
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

　

自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

候
補
生
（
男
子
・
女
子
）・
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）、

一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
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■今月の表紙
　今月の表紙は、「シーニックナイト2023in
あかいがわ」からの１枚です！
　表紙にはろうそく、紙面のトピックスには
冬の夜空を彩る花火の写真を使用しました。
　この日は一夜限りのろうそくの温かな灯
で彩られた赤井川村でした。

む
ら
の
日
誌（
１
月
）

自
衛
官
募
集



広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■３月になると、少しずつ暖かい陽ざしを感じる日も増えてきまし
たね。春が近づいてきたのを感じます。
　さて、裏表紙は赤小６年生の「総合的な学習の時間」で児童たち
が撮ったふるさと赤井川村の写真です！どの写真もステキな赤井
川村の風景を収めてくれていますね。６年生の皆さん、ありがとう
ございました！（K）
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　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川村写真館～赤井川の四季～

令和４年度総合的な学習の時間「赤井川村ふるさと写真展」（６年生）
（上段左から）赤木野々花「ススキ揺れる秋の村」、幸田恵太朗「カボチャ畑」、佐藤蒼泰「季節の変わり目」

（中段左から）曽根煌泉「自然に囲まれたダム」、馬場琥太郎「夕焼けの中の美しい赤井川村の田んぼ」、保科美羽「水面に晴天浮かぶ夏の川」
（下段左から）堀野七彩「赤井川の力強いたき」、山口彩葉「輝く落合ダム」、山口倫生「羊蹄山の下に住むカルデラの人々」


